
・附帯決議獲得（税関労組） 

衆議院財務金融委員会 10 年連続 37 回目、参議院財政金融委員会 11 年連続 40 回目 

・内閣人事局に対し、定員確保に関する要請書手交（16 日）（税関労組） 

・令和４年度概算要求にかかる要求書提出（11 日）（税関労組） 

・第 61 期第 2 回関税局長交渉実施（27 日）（税関労組） 

・第 62 回税関労組定期大会（17 日） 

 

 

 

・定員査定時期にかかる国会議員要請行動開始（税関労組） 

・内閣人事局に対し定員確保に関する要請書手交（21 日）（税関労組） 

 

 

・第 62 期第 1 回関税局長交渉実施（26 日）（関税局） 

阪田関税局長から定員の確保に向けて最大限努力してまいりたいとの回答 

 

 

 

 

・令和４年度税関関係予算（案）が発表となり、税関の令和４年度定員は 103 名の純増が認められ、初の１万人を

突破し、過去最多の 10,074 名となる（7 日）（政府・内閣） 
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C O N T E N T S  

 

発 行 所 

○令和４年度定員純増までの取組み 

○要請行動にご対応いただいた国会

議員の皆様 

○春季ＪＣＵセミナーのご案内 

○行(二)職・医(三)職、海事職専門

委員会、男女協働委員会開催 

日本税関労働 組合  
東京都千代田区霞が関 3-1-1 
財務省内 西 151号室 
TEL  03-3581-4111(代) 内線 2969 
(直 通)03-3593-1790 
( F A X )03-3593-1788 
(E-mail)zeikan-roso@kfy.biglobe.ne.jp 

発行人  倉本 和邦 
編集人  村岡 和弥 
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第 937号 

令和４年２月 16 日  

  

令
和
４
年
１
月
７
日
、
「
令
和
４
年
度
税
関
関
係
予
算

（
案
）」
の
概
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
税
関
の
定
員
は
増
員

295
人
、
定
員
合
理
化
計
画
△
192
人
、
差
引
純
増
103
人
と

な
り
、
初
の
１
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
税
関

労
組
が
当
局
に
対
し
て
要
求
し
た
増
員
は
461
人
で
あ
り
、

決
し
て
満
足
の
い
く
結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
例
年
に
も
増
し
て

非
常
に
厳
し
い
行
財
政
事
情
の
中
職
員
が
増
員
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
各
職
場
で
懸
命
に
業
務
に
当
た
っ
て
い
る

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
各
地
区
本
部

及
び
中
央
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
成

果
で
す
。 

税
関
労
組
に
お
い
て
は
、
昨
年
３
月
の
附
帯
決
議
の
獲

得
か
ら
始
ま
り
、
内
閣
人
事
局
に
対
し
て
定
員
確
保
に
関

し
要
請
書
の
提
出
及
び
交
渉
の
実
施
、
関
税
局
長
交
渉
、

議
員
要
請
行
動
な
ど
を
通
じ
、
職
務
の
重
要
性
・
困
難
性

及
び
職
責
の
重
さ
、
激
増
す
る
訪
日
客
や
金
地
金
密
輸
へ

の
対
応
な
ど
、
現
場
で
働
く
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
労
苦
や

声
を
届
け
る
べ
く
活
動
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。 

議
員
要
請
行
動
に
あ
っ
て
は
、「
税
関
の
重
要
性
や
必
要

性
」
に
つ
い
て
、
昨
年
度
と
同
様
に
多
く
の
議
員
か
ら
御

理
解
を
い
た
だ
き
、
税
関
へ
の
理
解
が
広
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
号
に
お
い
て
は
、
定
員
純
増
ま
で
の
簡
単
な
流
れ
、

要
請
行
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
国
会
議
員
の
先
生
方
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

令和４年度定員純増までの取り組み 
こ
れ
か
ら
も
現
場
で

働
く
皆
さ
ま
へ
の
声
を

国
政
の
場
及
び
当
局
に

届
け
る
べ
く
、
精
力
的
に

活
動
を
繰
り
広
げ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 



 

国
民
民
主
党 

大
塚 
 

耕
平 

岸
本 

 

周
平 

古
川 

 

元
久 

前
原 

 

誠
司 

【
順
不
同
】 

【
敬
称
略
】 

自
由
民
主
党 

公
明
党 

自
由
民
主
党 

 

石
田 

 

昌
宏 

井
野 

 

俊
郎 

 

井
上 

 

貴
博 

 

井
林 

 

辰
憲 

今
枝 

宗
一
郎 

う
え
の
賢
一
郎 

大
家 

 

敏
志 

越
智 

 

隆
雄 

鬼
木 

 
 

誠 

勝
俣 

 

孝
明 

加
藤 

 

鮎
子 

門
山 

 

宏
哲 

 

金
田 

 

勝
年 

神
田 

 

憲
次 

小
泉 

 

龍
司 

 

斎
藤 

 

洋
明 

佐
藤 

 

信
秋 

末
松 

 

信
介 

鈴
木 

 

馨
祐 

田
中 

 

和
德 

田
中 

 

良
生 

田
野
瀬 

太
道 

田
畑 

 
裕
明 

津
島 

 
 

淳 

 

中
西 

 

健
治 

中
西 

 

祐
介 

中
山 

 

展
宏 

西
田 

 

昌
司 

野
上 

浩
太
郎 

長
谷
川 

 

岳 

藤
川 

 

政
人 

 

藤
丸 

 
 

敏 

 

古
川 

 

禎
久 

本
田 

 

太
郎 

牧
島 

か
れ
ん 

丸
川 

 

珠
代 

 

御
法
川 

信
英 

 

宮
澤 

 

博
行 

宮
沢 

 

洋
一 

宮
下 

 

一
郎 

 

宮
島 

 

喜
文 

 

村
井 

 

英
樹 

元
榮 

太
一
郎 

 

森 
 
 

英
介 

山
田 

 

賢
司 

 

山
田 

 

美
樹 

 
 

 

【
順
不
同
】 

【
敬
称
略
】 

 

 

社
会
民
主
党 

国
民
民
主
党 

立
憲
民
主
党 

立
憲
民
主
党 

逢
坂 

 

誠
二 

小
沢 

 

雅
仁 

海
江
田 

万
里 

勝
部 

 

賢
志 

 

古
賀 

 

之
士 

櫻
井 

 
 

周 

階 
 
 
 

猛 

 

末
松 

 

義
規 

 

難
波 

 

奨
二 

野
田 

 

佳
彦 

原
口 

 

一
博 

牧
山 

ひ
ろ
え 

水
岡 

 

俊
一 

【
順
不
同
】【
敬
称
略
】 

 

福島議員 

公
明
党 

秋
野 

 

公
造 

伊
佐 

 

進
一 

石
井 

 

啓
一 

 

伊
藤 

 
 

渉 

 

熊
野 

 

正
士 

斉
藤 

 

鉄
夫 

 

竹
内 

 
 

譲 

横
山 

 

信
一 

【
順
不
同
】 

【
敬
称
略
】 

 

古川議員 

丸川議員 

古賀議員 

大塚議員 

無
所
属 

～定員要請行動にご対応いただいた国会議員の皆様～ 

田中議員 
海江田議員 

石田議員 

社
民
党 

福
島 

み
ず
ほ 

 日
本
維
新
の
会 

音
喜
多 

 

駿 

 Ｎ
Ｈ
Ｋ
党 

浜
田 

 
 

聡 

 無
所
属 

 

上
田 

 

清
司 

櫻
井 

 
 

充 

藤
末 

 

健
三 

宮
口 

 

治
子 

渡
辺 

 

喜
美 

 

【
順
不
同
】 

【
敬
称
略
】 

     

※
所
属
政
党
は
当
時
の
も
の 

御法川議員 

逢坂議員 

田畑議員 

伊藤議員 

石井議員 伊佐議員 

末松議員 

金田議員 

原口議員 
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行(

二)

職
・
医(

三)

職
、
海
事
職
専
門
委
員

会
及
び
男
女
協
働
委
員
会
を
開
催 

 

令
和
４
年
１
月
22
日
に
行(

二)

職
・
医(

三)

職
専
門
委
員
会
及
び
海
事
職
専
門
委
員
会
、
２
月

10
日
に
男
女
協
働
委
員
会
を
感
染
対
策
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

各
職
場
の
問
題
点
や
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。
専
門
委
員
会
に
お
い
て
議
論
し

た
内
容
も
ふ
ま
え
、
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。 

第４号 

 

海事職専門委員会 

男女協働委員会 

 

「連合愛のカンパ」 

取り組み結果について

～ 

 

書
記
次
長
の 

つ
ぶ
や
き 

「連合・愛のカンパ」につきまして、

全国の組合員の皆さまにご賛同いた

だき、165,315円集まりました。 

皆さまのご協力に感謝申し上げます。 

 

Ｊ
Ｃ
Ｕ
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
書
記
次
長
の
村
岡

で
す
‼
３
年
ぶ
り
に
集
合
で
の
開

催
が
き
る
よ
う
に
コ
ロ
ナ
対
策
を

万
全
に
し
て
、
青
年
委
員
会
メ
ン

バ
ー
と
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
集
合
研
修

が
な
か
っ
た
り
、
職
場
で
の
交
流

が
な
い
青
年
層
組
合
員
に
手
を
差
し

伸
べ
る
の
が
組
合
の
意
義
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
つ

い
で
に
開
催
日
の
17
日
は
私
の
誕
生

日
な
の
で
お
祝
い
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
（笑
） 

ろ
う
き
ん
紹
介
ペ
ー
ジ
は
、
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
で
今
回
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
（
涙
）
。
次
号
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
！ 

行(二)‣医(三)専門委員会 

【
３
年
ぶ
り
‼
】
春
季
Ｊ
Ｃ
Ｕ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ 

青
年
層
組
合
員
を
対
象
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
春

季
Ｊ
Ｃ
Ｕ
セ
ミ
ナ
ー
。
過
去
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
集
合
で
の
開
催
は
見
送
っ
て

お
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
れ
ば
と
い
う
条

件
の
下
、
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
う
え
で
、
４
月
16
、

17
日
の
２
日
間
で
開
催
い
た
し
ま
す
（
※
感
染
状
況
に
よ

っ
て
は
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
開
催
場
所
は
河

口
湖
近
く
の
「
清
水
国
明
の
森
と
湖
の
楽
園
」
で
す
。
い

く
つ
見
つ
け
出
せ
る
か
が
勝
負
の
カ
ギ
！
チ
ー
ム
対
抗
戦

で
お
こ
な
う
「
リ
ア
ル
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」
を
実
施
し
ま
す
。

役
割
分
担
を
し
た
り
、
効
率
よ
く
捜
索
す
る
た
め
の
作
戦

を
立
て
た
り
す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ー
ム
力
を

向
上
さ
せ
る
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

宝
の
地
図
の
謎
を
解
き
、
広
大
な
敷
地
内
で
多
く
の
宝
を

見
つ
け
た
チ
ー
ム
の
勝
利
で
す
。 

そ
の
他
に
も
、
カ
レ
ー
作
り
対
決
等
、
色
々
な
催
し
を

企
画
し
て
お
り
ま
す
！ 

全
国
の
青
年
層
組
合
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
本
部
に

お
い
て
参
加
者
定
数
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
同
期
で

連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
し
て
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！ 

内
容
の
詳
細
や
参
加
枠
の
空
き
状
況
に
つ
い
て
は
各
地

区
本
部
の
青
年
執
行
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

青
年
委
員
会
に
お
い
て
は
、
官
で
は
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
全
国
の
青
年
層
組
合
員
の
交
流
、
ま
た
、
野
外

活
動
を
通
じ
た
青
年
層
組
合
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
及
び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
な
ど
、
目
的

を
持
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
も
全
国
の
交
流
を
深
め
つ
つ
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

コロナ禍前の令和元年のセミナーの様子 「宝探しゲーム」「シルバーアクセサリー作り」等 


